
◎本紙面は2025年6月25日（水）～7月16日（水）に配信した、
オンラインセミナーの講演から抜粋・再構成しています。

福井県環境・エネルギー懇話会では昨年度に続き、エネルギーや環境問題をめぐる現状と課題を整理し、体系的に学ぶ３回シリーズのセミナーを実施しています。
第１回は、政府の「GX実行会議」委員も務めるメイン講師の竹内純子氏に加え、ゲスト講師を招き、世界のエネルギーの潮流や水素エネルギーについて学びました。

　
２
０
２
４
年
末
か
ら
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
で
重
要
な
動
き
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）

を
成
長
戦
略
と
位
置
付
け
た「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０

ビ
ジョン
」、「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」が
続
々
と
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
国
連
に
対
し
て
、

２
０
３
５
年
ま
で
に
２
０
１
３
年
度
比
で
60

％
、２
０
４
０
年
ま
で
に
73
％
削
減
す
る
と

い
う
Ｎ
Ｄ
Ｃ（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
国

別
削
減
目
標
）を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
、第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
、初
め
て
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
検
討
し
た
ほ

か
、脱
炭
素
の
移
行
期
間
に
必
要
な
化
石
燃

料
、特
に
天
然
ガ
ス
の
安
定
確
保
が
重
視
さ

れ
る
な
ど
、「
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン（
移

行
）」が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。計
画

で
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
、日
本
発
の
太
陽

電
池「
ペロ
ブ
ス
カ
イ
ト
」な
ど
へ
の
期
待
を
背

景
と
し
て
再
エ
ネ
を
４
〜
５
割
に
引
き
上
げ

　

世
界
的
に
も
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

お
よ
び
そ
れ
と
前
後
し
て
起
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
を
契
機
と
し
て
、大
き
く
転
換
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
気
候
変
動
対
策
の
け
ん
引
役

で
あ
っ
た
欧
州
は
、経
済
状
況
が
悪
化
し
、安

価
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
必
要

る
と
し
、一
方
、原
子
力
に
つ
い
て
は

「
依
存
度
を
下
げ
る
」と
い
う
表
現

が
削
除
さ
れ
、新
設
や
建
て
替
え

の
検
討
も
進
め
る
こ
と
を
前
提
に

２
割
を
担
う
と
し
ま
し
た
。こ
う

し
た
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、電

力
・ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
の
振
り
返

り
と
見
直
し
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
巡
る
世
界
の
潮
流
と

わ
が
国
の
展
望 

〜
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
〜

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）

に
向
け
た
熱
利
用
の
高
度
化 

〜
水
素
化
・
電
化
〜

NPO法人
国際環境経済研究所 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は

「
現
実
的
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

世
界
各
国
は
安
価
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
て
い
る

講演

 1メイン講師

東京電力ホールディングス株式会社
技術統括室プロデューサー
水素事業準備室長

矢田部 隆志 氏
やたべ　     たかし

G
X
を
進
め
る
た
め

水
素
を
活
用
す
る

水
素
技
術
の

本
格
導
入
に
向
け
て

講演

 2ゲスト講師

カーボンニュートラルに向けた水素エネルギーの未来について学ぶわかりやすく学ぶエネルギースクール
第1回エネルギーセミナー

で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
り
、現
実
的
な
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
へ
と
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

影
響
や
、「
グ
リ
ー
ン
は
も
う
か
る
の
か
」と
い

う
金
融
・
投
資
家
の
懐
疑
的
な
見
方
も
あ

り
、国
際
会
議
で
聞
か
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「clim
ate change

（
気
候
変
動
）」か
ら
、

「energy security

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
）」へ
移
り
、さ
ら
に「affordability

（
手

頃
な
価
格
）」へ
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
人
口
減
少
や
過
疎
化
、イ
ン
フ
ラ
の

高
経
年
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、持
続

的
な
Ｇ
Ｘ・Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
は
重
要
で
す
。

そ
の
一
方
で
、世
界
各
国
が
現
実
的
な
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
に
か
じ
を
切
る
中
、グ
リ
ー
ン一
辺
倒

で
は
な
く
、現
実
的
で
実
現
可
能
な
計
画
に

軌
道
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。※資料は東京電力ホールディングス株式会社の意見を代表するものではありません。

　説明用に作成いたしました。（2025年6月 技術統括室）
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今回ならびに過去のセミナー内容は当会ホームページにて

ご覧いただけます
10月頃を予定しています。詳細はホームページでご案内いたします。
ホームページよりお申し込みください。

お申し込みはコチラ▶

https://fukui-kan-ene.net/

■各国が“現実的なトランジション”に向け舵を切っている。
■金融機関・投資家のマインドも変化。「グリーンは儲かるのか？」
■わが国にとって脱炭素（脱化石燃料）とは、環境だけでなくエネルギー安

全保障の価値を持つ。加えて、急速に進む人口減少・過疎化に対応するイ
ンフラの再構築の要請があり、ＧＸ・ＤＸは持続的に取り組んでいく必要。

■より少ないリソースからより大きな価値を生み出す社会に転換する契
機。（“グリーン原理主義”的な議論は終焉に向かう）

■インフレ局面になると、インフラ投資はしづらくなるが、特に初期投
資メインの脱炭素技術については、電力自由化の修正を進め、投資
環境を整備する必要。

■エネルギー基本計画で示した方向性を、政府がどのように実現していく
か、注視が必要。

第２回オンラインセミナー予告

　

政
府
は「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」で
、Ｇ

Ｘ
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、産
業
の

電
化・燃
料
転
換・非
化
石
転
換
」を
掲
げ
、特

に
電
化
が
難
し
い
分
野
で
は
水
素
の
活
用
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。実
際
、日
本
の
電
化
率

は
ま
だ
約
３
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、残
り
７

割
は
化
石
燃
料
を
直
接
使
用
し
て
い
ま
す
。特

に
電
化
率
が
低
い
の
は
産
業
分
野
で
す
。

　

そ
の
解
決
と
な
る
の
が
、地
域
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
、電
気
自
動
車
な
ど
の
効
率
的
な
電
化
設
備

を
導
入
、ま
た
電
化
困
難
な
領
域
で
は
工
場
な

ど
オ
ン
サ
イ
ト
で
電
力
か
ら
水
素
を
製
造
な

ど
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を
近
隣
の

需
要
場
所
で
活
用
す
る
こ
と
で
す
。発
電
か
ら

消
費
ま
で
を
地
域
内
で
完
結
で
き
、電
力
系
統

へ
の
負
荷
を
抑
え
つ
つ
再
エ
ネ
に
よ
る
電
力
を

余
ら
せ
る
こ
と
な
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ

う
し
た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」が
、第
7
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
目
指
す
再
エ
ネ
比
率

の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
で

は
山
梨
県
庁
な
ど
と
と
も
に
、甲

府
市
の
米
倉
山
で
水
素
の
実
証
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。周
辺
に
当
社

の
太
陽
光
発
電
設
備
が
あ
る
こ
と

で
、再
エ
ネ
の
地
産
地
消
と
と
も

に
、再
エ
ネ
の
電
気
で
水
を
電
気

分
解
し
製
造
す
る「
グ
リ
ー
ン
水
素
」の
供
給

も
含
め
た
実
証
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は「
水
素
社
会
推
進
法
」を
制
定
し

２
０
２
４
年
、水
素
と
化
石
燃
料
の
価
格
差
を

補
う「
価
格
差
支
援
制
度
」を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。こ
の
制
度
で
は
、初
期
需
要
家
に
対
し
15
年

①エネルギー消費の消費減らす省エネ
②化石燃料利用をクリーンな電気へ代替する電化の促進
③電源の非化石比率の向上が必要な3要素

燃料

電気

①省エネ

③非化石電源増

②電化

石油・ガス・石炭 石油・ガス・石炭

再エネ電気から
水素を製造

水素

火力

電気

燃料

火力

アンモニア
火力

水力
再エネ
原子力

水力
再エネ
原子力

下図の左から右のように黄色のエリアを大きくしていくことが必要。
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なくす

CO₂排出

なくす（非化石化）

需要サイド

ゼロカーボン街区
の実現

供給サイド

調整
蓄熱・水素化

電気など二次エネルギー

ガス・重油など二次エネルギー

間接排出への転換

再生可能エネルギー

環境価値の活用
（証書・契約メニュー等）

再エネ電気を最大限導入

電気の使用の合理化
パシッブ技術の採用
ヒートポンプ技術の採用

施設・街区内への再エネ設備導入
街区外に賦存する再エネ電源

たくわえる

CO₂

CO₂

つかう
（消費） つくる

需給制御

地産地消

ためる・くばる

間接排出

■GX2040ビジョンの策定
　　 わが国の成長戦略としてのGX2040ビジョンを策定

■エネルギー基本計画・地球温暖化対策計画の改訂
　　 「現実的なトランジション」に向けて、第7次エネ基を策定・公表

■新たなパリ協定の下のNDCを提出
　　 2030年13年比▲46%→2035年▲60%、2040年▲73%

■電力・ガスシステム改革の検証・見直しのスタート 

　　 次世代電力・ガス事業基盤構築小委員会の開催

最近のわが国のエネルギー政策に関連するイベント

日本のＧＸの課題と展望

カーボンニュートラルの鍵は「電化」と「電源の非化石化」の掛け算

エネルギーの地産地消の実現へ
間
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。ま
た
、Ｇ
Ｘ

２
０
４
０
ビ
ジ
ョン
の「
エ
ネ
ル
ギ
ー・Ｇ
Ｘ
産
業

立
地
」で
も
グ
リ
ーン
水
素
の
活
用
を
含
め
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

産
業
誘
致
や
設
備
更
新
な
ど
が
欠
か
せ
ず
中

長
期
な
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、電
化
の
推
進
で
は
、家
庭
用
や
業
務
用

で
広
く
普
及
し
て
い
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
再
エ
ネ

の
受
け
皿
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

特
に
給
湯
器「
エコ
キュ
ー
ト
」は
、太
陽
光
発
電

の
余
剰
電
力
が
出
る
昼
間
に
お
湯
を
た
め
る
こ

と
が
で
き
、短
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
太
陽
光

発
電
の
出
力
制
限
の
緩
和
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　
今
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
供
給
側
の
取
組
み
が

中
心
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
需
要
側
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。燃
料
を
直
接
使
っ
て
C
 O₂
を
排
出
す
る

よ
り
も
、水
素
や
電
気
な
ど
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
し
、限
ら
れ
た
再
エ
ネ
の
電
気
で
も
、

十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
え
る
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

※ご入力いただいた個人情報は、本セミナーに関するご案内や事務処理にのみ利用いたします。


